
時間 30時間

単位 1単位

32

0

＜評価方法＞

＜配点＞

 筆記試験　全範囲について①担当が試験問題を作成する
 30時間のうち1時間を試験に充てる

 100点

0

 4時間

②担当：佐々木

薬理学についてのまとめ（演習）

0

0

0

0

0

＜教科書・参考書＞

系統看護学講座　別巻　臨床薬理学　　　　医学書院

・抗感染症薬・抗がん薬

・抗がん薬・免疫治療薬

・抗アレルギー薬・炎症反応と抗炎症薬

・末梢神経での神経活動に作用する薬物

・末梢神経・中枢神経系に作用する薬物

・中枢神経系に作用する薬物・抗精神病薬

・治療薬としてのビタミン剤・循環器系薬物

・狭心症・心不全・抗不整脈治療薬・利尿薬・脂質異常症

・循環器系薬物呼吸器・消化器系に作用する薬物

・消化器剤物質代謝作用剤皮膚に使用する薬剤

0

・薬物相互作用・薬物使用の有益性と危険性、薬と法律

＜授業のねらい＞

薬物の特徴、作用機序、人体への影響などについての概要を知り、取り扱い管理方法を理解する

0

0

＜講義内容＞

 25時間

①担当：

・薬理学とは何か

・薬の体内の挙動

担当講師 ①（市立釧路総合病院 薬剤師）　②佐々木秀樹(看護師実務経験19年）

講  義  概  要
科目名 薬理学 2学年


